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 平成 29 年度情報教育研究センター学術講演会 
デザインの作り方教えます。 
             日 時 2018 年 2 月 21 日（水）13：00～14：30 
             場 所 武庫川女子大学中央図書館 2階グローバルスタジオ 
             講 師 株式会社阪神コンテンツリンク 小野日出夫 氏 

















図 1. Wi-Fi アクセスポイント LAVY SPOTのマーク 
 
 
図 2. LAVY SPOTマークの当初デザイン 
《車内広告に使った最初のポスター》 
丸山 スマートキャンパスの最初の広告ポスターで、






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































た作品で、100 個やって会心の出来は 10 個もないです。
言われるままに作ってしまって、すごく自責の念にか
られる。広告は一瞬で終わってくれるんですが、この
スマートキャンパスのような資料の作品は、消えない
で残るので、非常に神経を使います。電車の車内刷り
は一週間に一度消えて行ってくれるので、非常にあり
がたい。商品のデザインやラベルは残っていくのでつ
らいですね。某灘五郷の酒蔵メーカーのお酒のラベル
では、自分が気に入ったデザインがあるのですが、選
ばれたのが5番目だったとすると、非常に脱力します。
なんとか我慢して頑張らないと、商品になってしまい
ますとすごく後悔して、何年も残っていきますから。
実際に夏になってお中元として売れ行きがどうかとい
うのが、すごいバロメータなんですね。去年やりまし
たお中元のセット商品は、おかげさまでカタログのペ
ージの中の商品で一番売れていますと言われると、も
のすごく嬉しい。でもデザインは、「本当はこっちやね
んけどな」という気持ちがあるんですけど。じゃあ今
年もお願いしますねと言われたら、やっぱりガッツポ
ーズをしますね。去年と違うパターンを考えようとい
うモチベーションが高まります。ものすごくストレス
があるんですけど、ストレスを抱え込んでしまいます
と病気になります。この病気を、病気になりながらで
も、何とか楽しみに変えていくことを考えます。 
丸山 楽しいムードの中で制作することが、やはり大
切なんですね。私も動画を作っていて、制作スタッフ
の中でうまくいかないとか、楽しくない場合に制作さ
れた動画というのがあるじゃないですか。人間関係も
含めて。するとそれが、動画のどこかに出るんだと、ク
リエーターの誰もが言ってますね。例えば面白くない
映画があったら、スタッフ間の中に問題があるのでは
ないかなんて。絶対にどこかに出るんですよ。デザイ
ンも楽しんでやると、いい意味でそれが、どこかに出
てくるんですね。 
小野 一人で仕事ができているわけではなくて、コピ
ーライターがいて、カメラマンがいて、イラストレー
ターがいて、印刷に関わってくれているスタッフがい
る。そして納品してくれる人がいる、その方々の協力
があってこそ仕事ができる。あいつ嫌いやから少し納
品を遅らせてやろうかとか、文字が間違っているけど
だまっていてやろうかなど、すべての人が協力をしあ
える仲でないと、良い仕事はできない。先ほ丸山先生
がおっしゃったように、いろんな映画とかドラマとか
あるんですけど、皆さん見られているかどうか。ＮＨ
Ｋの朝の連続ドラマを僕はずっと見ています。4月から
9月までが「ひよっこ」という東京制作のドラマで、9
月から今やっているのが「わろてんか」という大阪制
作のドラマです。ところが、「わろてんか」というタイ
トルなんですが、一度も笑ったことがない。しかし「ひ
よっこ」というドラマは、明日どうなるのかという楽
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 しみがものすごくあったんです。その違いは何がある
のか僕なりに考えてみると、脚本と製作サイドと役者
さんが同じ方向を向いていないのではないか。脚本も、
役者さんも、番組制作スタッフもそれぞれ一生懸命や
っているが、ちょっとずつ方向がずれていて、一緒の
方向を向いていないのではないかなと。みんなが力を
合せてやっていく、力の合わせ方が、ちょっとずつず
れているのではないか、そう思うと、朝見ていても腹
が立たない。それって僕らがやっているのと同じ状態
で、みんな、ちゃんとコミュニケーションをとりなが
らやると、さらにいいものができる。みなさんもみな
さんのお仕事をやる上で、コミュニケーションという
ものは、非常に大切なものです。何かを一緒に作り上
げて行くときに、そこを重点的にやると、面白く、楽し
くできます。丸山先生のゼミを、何回か手伝わせてい
ただきました。撮影のやり方とか一緒にやって行くと、
僕はものすごく楽しいんです。学生は、こういうこと
を失敗するんだなあ、こういうところが、わからない
んだなあなどの気づきがあったりして。カメラはこう
いう風に構えたらいいのにと、プロとしてアドバイス
すると、ものすごく感動してくれたりとか、そこがす
ごく面白いです。 
丸山 「デザインの作り方教えます。」に加えて、クリ
エーターの仕事の基本にもふれていただきました。と
ても楽しくお話を聞かせていただきました。デザイン
という感性的と思えるものでも、そのうしろに非常に
緻密な論理が隠れているんだということがよくわかり
ました。今日は、本当にありがとうございました。 
（当日の講演をもとに一部再構成しています） 
 
【講師紹介】 
株式会社阪神コンテンツリンク 
クリエイティブディレクター 
小野日出夫（おの・ひでお） 
 
 
【聞き手】 
武庫川女子大学情報教育研究センター長 
生活環境学部情報メディア学科教授 
丸山健夫（まるやま・たけお） 
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